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第 1 号議案 

平成 29 年度事業報告書 

公益財団法人栃木県ひとり親家庭福祉連合会 

 

Ⅰ 事業概要 

  近年、離婚等により母子家庭等が増加する傾向の中、また、社会情勢もめまぐるし

く変化する状況の中で、母子家庭の母、父子家庭の父及び寡婦（以下「ひとり親」と

いう。）の自立促進を図りながら、その児童の健全な成長を確保することが重要な課題

となっている。 

このような中、国及び県においては「自立支援」に主眼を置いた総合的な支援施策

を展開しているところであり、当連合会においても、自立・就業支援の中心施策であ

る「母子家庭等就業・自立支援センター（以下「センター」という。）」事業を栃木県

及び宇都宮市から受託し、就業相談、就業支援講習会等の開催、就業情報の提供等々

安定的な就業と自立を目指す就業支援サービス事業を実施したところである。 

また、ひとり親家庭が抱える様々な課題等に対応するため、関係機関等との連携・

協力を図りながら、ひとり親家庭の自立支援となる自主事業を実施し、ひとり親家庭

の福祉の向上を目指す公益財団法人としての責務の遂行に努めた。 

さらに、法人事業として、市や町の母子寡婦福祉団体（以下「市町団体」という。）

の活動支援事業を行うなど組織の育成・充実強化に取り組むとともに、自主財源の確

保事業や広報活動の充実に努め、計画した事業を積極的に遂行した。 

 

Ⅱ 事業推進に当たっての基本的事項 

１ 管理運営の適正化 

防災・防犯等施設の安全管理と環境への配慮に努めるとともに、経費の節減に努

めるなど効率的な予算執行を図った。 

２ 利用者サービス向上 

 利用者からのモニタリング調査を随時行い、その結果を基に自己評価をする等利

用者へのサービス向上に努めた。 

３ 文書の管理及び個人情報等の適正化 

受託業務等の遂行に当たり、作成し、又は取得した文書・情報等の管理・保存及

び個人情報の保護並びに情報公開の取扱いについては、法令等の定めるところによ

りこれを遵守し適正に行った。 
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Ⅲ ひとり親家庭の自立支援のための事業 

１ 母子家庭等就業・自立支援センター事業（栃木県・宇都宮市受託事業） 

ひとり親の家庭の状況、職業適性、就業経験等に応じ、就業相談、就業支援講習、   

就業情報提供など一貫した就業支援を実施するとともに、養育費の取り決めや事業  

の経営診断等専門家による相談を行うなど、母子家庭の母等への自立の支援を総合的に

実施した。 

(1) 就業支援事業 

ア 就業及び生活相談 

就業や子育てをはじめとする日常生活における様々な不安・悩みについて、 

就業から生活まで一貫した相談を実施した。 

【就業相談実績】 

区  分 
相談者数 延相談 

件数 Ｂ 

紹 介 状 

発行件数 

採用者数     

   Ｃ 

就職率 
Ｃ／Ａ ％ 

求人開拓 

事 業 所  Ａ 

 

栃 木 県 

 

   38 

 

  42 

 

   3 

 

    3 

 

7.9 

 

 

   106 

 

求人数 

249 人 

 

宇都宮市 

 

3９ 

 

46 

 

   5 

 

2 

 

5.1 

   

 計 

 

77 

 

88 

 

     8 

 

5 

 

6.5 

 

【養育費専門相談実績】 

 

 

区  分 

 

 

相談者数 

相 談 内 容 別 延  べ  件 数    
 

離婚・親権 

養育費の 

取り決め 

方  法 

 

面接交渉 
支払いの履行 

強 制 執 行 

 

合 計 

 

栃 木 県 

 

   27 

 

13 

  

16 

 

  3 

 

  ０ 

 

32 

 

宇都宮市 

 

  17 

 

  16 

 

6 

 

  ２ 

 

  0 

 

24 

 

  計 

 

   44 

 

29 

 

    22 

 

   5 

 

  0 

 

56 

 

【生活相談実績】 

 

 

区  分 

 

 

相談者数 

相 談 内 容 別 延  べ  件 数 
 

前夫関係 

 

経済問題 
仕事上の

トラブル 

 

子どもの問題 

 

 

その他 
 

合 計 

 

栃 木 県 

 

  187 

 

 0 

 

97 

 

 0 

 

 ２ 

 

 88 

 

 187 

 

宇都宮市 

 

 ４9 

 

   3 

 

21 

 

 0 

 

  1 

 

24 

 

 ４9 

 

  計 

 

 236 

 

 3 

 

118 

 

  0 

 

  3 

 

112 

 

 236 
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イ 巡回相談の実施 

①  巡回相談の実施 

 県内全域の就業ニーズに対応するため、県健康福祉センター（４地区）及び 

市福祉事務所（１１市）単位に赴き、県健康福祉センター及び市福祉事務所の母

子自立支援員と連携を図りながら就業相談・生活相談を行った。 

・県健康福祉センター  

３地区（県東、県南、矢板）      相談者:３名（託児０名） 

     ・市福祉事務所  

５市（足利、栃木、佐野、大田原、那須烏山） 相談者:１０名（託児０名） 

②  自立支援プログラムの策定（センター扱い） 

・策定希望者  ０名 

(2) 就業促進活動 

無料職業紹介事業所として、求人票の登録、職業紹介及びあっせんを実施した。

また、母子家庭の母や寡婦の就業に理解のある企業の求人開拓に取り組み、母 

子家庭の母や寡婦の就業促進を図った。 

【無料職業紹介事業】 

 求 人 関 係 求 職 関 係 就 職 関 係 

 

区 分 
有  効 

求人数 

常 用 

求人数 

臨時求

人延数 

日雇求

人延数 

有効求

職者数 

新規求職 

申込件数 

常用就

職件数 

臨 時 就 

職件延数 

 

実 績 

 

112 

 

229 

  人日 

960 

 人日 

 ０ 
 

  75 

  

  40 

 

   3 

  人日 

0 

(3) 相談関係者の活動支援 

ア 就業及び生活相談事例検討会の開催 

ひとり親家庭の相談に対応する母子・父子自立支援員等を対象に、相談業務に関

する対応力向上のための効果的な研修を行い、地域における相談機能の充実強化を

図った。 

① 開 催 日 平成 29 年５月 25 日(木) 

② 開催場所 とちぎ男女共同参画センター 

③ 開催内容  

(ｱ) 講義 栃木労働局雇用環境・均等室 指導官 大貫 文子 氏 

    「子育て中やパートタイム労働者を取り巻く法律と現状」 

(ｲ) 講義 心さくら株式会社 代表取締役 

全米 NLP 協会公認 NLP 心理学トレナー 岡部 真子 氏 

「相談者への対応力向上を目ざして 

～相談員のための NLP 講座～」 

     (ｳ) 事業説明 

     ・「栃木県ひとり親家庭福祉連合会事業概要について」 

     ・事例検討及び意見交換 
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④ 参加者  県健康福祉センター及び市福祉事務所の母子・父子自立支援員等 

３８名  

イ 養育費相談支援研修会の実施 

養育費や離婚に関する相談業務に携わる者（母子・父子自立支援員等）の育成、

養育費制度等の啓発のための研修を実施した。 

① 実施時期 平成２9 年９月 7 日（木）    

② 実施場所 とちぎ男女共同参画センター 

③ 開催内容  

・講 義  公益社団法人家庭問題情報センター 主任研究員 下坂 節男 氏

「離婚・養育費と面会交流について」 

・意見交換 

④ 参加者  県健康福祉センター及び市福祉事務所の母子・父子自立支援員等 

３６名  

(4) 就業支援講習会等事業 

   就業経験がない者、専業主婦であった期間が長く再就職に不安がある者、転職

希望はあるが仕事と家庭の両立に不安を抱えている者、就職に際して必要な技能

の習得を望む者等に対し、就職に結びつく可能性の高い技術や資格取得を促進す

るため、介護員養成研修(介護職員初任者課程)、医療事務講習会及びパソコン知

識・技術研修（個別方式・集合方式）の就業支援講習会等を実施した。 

ア 介護員養成研修(介護職員初任者研修課程)の実施 

ひとり親を対象に、円滑な就業準備や転職を支援するため、就業に結びつく可能

能性の高い資格取得のための就業支援講習会として介護員養成研修(介護職員初任

者課程)を実施した。 

① 日程及び会場 

・県央会場 

日 程 平成２9 年５月 14 日～平成２９年１２月 10 日の土・日曜日 

講習時間：130 時間（24 日間） 

場 所 とちぎ男女共同参画センター及びＴＢＣ福祉教育センター 

・県南会場 

日 程 平成２9 年５月 21 日～平成２9 年 12 月 17 日の土・日曜日 

講習時間：130 時間（24 日間）  

場 所 栃木市保健福祉センター及び佐野短期大学 

    ② 受講料  

無料。ただし、テキスト・資料代及び健康診断費用は自己負担。 
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③ 受講状況 

会  場  別 定 員 応募者数Ａ 受講者数Ｂ 倍率 A／定員 修了者数Ｃ 修了率Ｃ／Ｂ 

県  央 
栃 木 県 

 

20 

 

7 

 

6 

 

  35.0 

 

 6 

 

100.0 

宇都宮市 

 

  15 

 

１0 

  

9 

  

66.7 

   

9 

 

100.0 

県  南 栃 木 県 

 

  35 

  

    ５ 

  

    5 

   

14.3 

    

     5 

 

100.0 

       

計 

 

  70 

 

22 

 

20 

  

31.4 

 

20 

 

100.0 

    ④ 託児サービス（児童・乳幼児数） 

     ・県央会場   １２人 

     ・県南会場     ３人 

イ 医療事務講習会の実施 

ひとり親を対象に、円滑な就業準備や転職を支援するため、就業に結びつく可能

性の高い資格取得のための就業支援講習会として実施した。 

① 日程及び会場 

・日程 平成 29 年８月 5 日～平成 30 年１月 13 日の土曜日（12 日間） 

・会場 とちぎ男女共同参画センター 

・時間 71.5 時間（12 日間） 

    ② 医療事務管理士認定試験  平成 30 年 1 月 27 日（土）  

    ③ 受講料  

無料。ただし、テキスト・医療事務管理士認定試験受験料等は自己負担。 

④ 受講状況（合格者は平成 30 年３月試験時までのもの） 

 

区分 
応募者 

   Ａ 

受講者 

  Ｂ 

倍率 

A／定員(25) 

修了者 

  Ｃ 

 

受験者 
認定試験 

合 格 者 

認定試験 

合格率 

学科又は

実 技 

合 格 者 

 

人員等 

 

10 

 

7 

  

４０.0 

 

 7 

 

 5 

 

   ３ 

 

６0.0 

 

  ０ 

    ⑤ 託児サービス（児童・乳幼児数）  10 人 

ウ パソコン知識・技術研修の実施 

相談者のニーズに合わせたパソコンの知識・技術研修を個別方式及び集合方式に

より行った。なお、受講料は無料。ただし、テキスト代は自己負担。 

① 個別方式（センター相談員がマンツーマンで指導、予約制。） 

  原則として毎週火曜日から金曜日の午後 1 時 15 分から午後 4 時 30 におい

て、講習時間 1 時間 30 分を単位として１コース 5 回を実施した。 

・受講者  

初級講座：21 名（会場：（公財）栃木県ひとり親家庭福祉連合会） 

・受講内容：Ｗｏｒｄ，Ｅｘｃｅｌの基礎講座 

・講習時間：15 時間（10 日間） 

 

    ② 集合方式 
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      母子家庭の母等が就労に結びつくように、パソコン技術等必要な知識・技術の

習得を促進するため、栃木会場及び那須塩原会場でパソコン教室を実施した。 

    (ｱ) 内容 

Excel 資格取得講座 

(ｲ) 受講時間等 

 12 日・30 時間 

        (ｳ) 受講状況 

会場 
応募者 

   Ａ 

受講者 

  Ｂ 

倍率 

A／定員(25) 

修了者 

  Ｃ 

 

受験者 

試    験 

合 格 者 
合格率 備考 

 

栃  木  

 

 

15 

 

15 

 

   100.0 

 

14 

 

14 

 

  2 

 

14.3 

 

  

 

那須塩原 

 

15 

 

 

7 

 

46.7 

 

7 

 

 7 

 

    6 

 

  85.7 

 

 

  計 

 

30 

 

 

22 

 

73.3 

 

21 

 

21 

 

    8 

 

  38.1 

 

    (ｴ) 託児サービス（児童・乳幼児数）    ７人 

  エ ひとり親家庭サポーターのつどいの開催 

県内の子どもの貧困の状況と上手なコミュニケーションの方法などをテーマと

した講演会を開催し、ひとり親家庭の自立支援を広く県民に呼びかけるとともに、

母子寡婦福祉団体の将来を担うリーダーの育成を図った。 

① 開催日  平成２9 年１0 月 29 日(日) 

② 開催場所 とちぎ男女共同参画センター・パルティ 

③ 実施内容 

 (ｱ) 講演  

  ・演 題 「親と子 それぞれの旅立ち」 

  ・講 師  NPO 法人栃木県カウンセリング協会  

         理事長 丸山  隆 氏 

 (ｲ) パネルディスカッション「立ち直る力」 

  ・コーディネーター 丸山  隆 氏 

  ・パネラー   

    鹿沼市保健福祉部健康課     渡邉 良子 氏 

    日光市母子・父子自立支援員    高木 由美子 氏 

    「仕事と子育てに頑張るママ」  山田 光 穂 氏        

④ 参加者 １４１名 

    ⑤ 託児サービス（児童・乳幼児数）  ８人 

 

  (5) 就業情報提供事業 

公共職業安定所や（福）栃木県社会福祉協議会福祉人材・研修センター等から提

供を受けた求人情報や企業訪問等の求人開拓によって得た求人情報などを母子家
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庭の母等に提供することにより求職活動を支援した。 

ア 就業情報の提供 

     【事業実績】 

 

区  分 
 

登録者数 
就業情報 

提供件数  

栃 木 県    ２８    １３７ 

宇都宮市   ２４     ４７ 

  計     ５２   １８４ 

イ インターネットの活用 

インターネットによるハローワーク求人情報や求人紙等により求人情報を収 

集し、情報の提供を行った。 

母子家庭等就業・自立支援センターホームページアクセス件数：平成 2９年度：2,340 件 

ウ ホームページの充実 

ホームページを充実することにより、センター事業情報等を積極的に提供した。 

(6) 普及啓発等事業 

ア 普及啓発用パンフレット等の発行 

センターが実施する様々な事業の情報を提供し、センター事業の利用促進を図る

ため、センター事業の紹介パンフレットや募集パンフレットを作成した。これらを

来場者に配布するとともに関係機関や団体に配布を依頼し、広く県民に広報した。  

・介護員養成研修資格取得講座受講生募集案内  1,500 枚  

・医療事務研修受講生募集案内         1,500 枚  

・パソコン教室受講生案内募集➀        2,000 枚         

・ひとり親家庭サポーターのつどい開催案内   1,500 枚 

・家庭生活支援員養成研修受講生募集案内     850 枚 

・平成 30 年度就業支援講習会の案内       1,500 枚 

  (7) 養育費等支援事業 

ア 専門家による就業等専門相談事業の実施 

法律や企業経営等の専門的かつ複雑な問題について、弁護士や経営コンサルタン

トの適切な指導・助言を得て、ひとり親家庭の自立支援を図った。 

    ➀ 法律相談  弁護士による定期的な相談（毎月２回 原則第２・第 4 水曜日） 

             横山法律事務所 

    ② 起業相談  随時受付（予約制） 

中小企業診断協会栃木県支部会員による経営診断等 

             経営コンサルタント 
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【事業実績】                        

区 分 

法   律   相   談   件   数   
起業 

相談 

件数 相談者数 

    相 談 内 容 別 延 べ 件 数 

離婚前 

の問題 

養育費 

関  係 

経済的 

相 談 
DV 関係 その他 合 計 

栃 木 県 １４  ９ ５ ２   ６ ５ ２７  ０ 

宇都宮市  ９  ９ １ ０ ３ ５ １８  ０ 

  計 ２３ １８ ６ ２ ９ １０ ４５  ０ 

      

２ ひとり親家庭等日常生活支援事業 

(1) ひとり親家庭等日常生活支援事業（栃木県受託事業） 

ひとり親家庭が一時的に生活援助や保育サービスが必要な場合又は生活環境

の激変等により日常生活への支援が必要な場合に、家庭生活支援員を派遣する事

業を実施した。 

【事業実績】 

利用者 対象者数 
派遣延べ 
日    数 

サービス区分 

生活援助 子育て支援 

母子家庭 7   81     ８     73 

寡    婦    6    36  36     ０ 

父子家庭    2    55    55     ０ 

合  計    15 172    99     73 
     

＊派遣延べ件数は、月ごとの支援員派遣件数の合計である。 

  (2) 家庭生活支援員養成研修の実施（栃木県・宇都宮市受託事業） 

支援事業の円滑な推進に寄与し、ひとり親家庭の福祉の向上及び自立を支援するた 

め、本事業に携わる家庭生活支援員を養成した。 

ア 実施期日   

・土曜日コース 平成 30 年１月 20 日から２月 24 日（５日間、２７時間） 

・日曜日コース 平成 30 年１月 21 日から２月 18 日（５日間、２７時間） 

イ 受講者数   受講者数 30 名（うち修了証授与 26 名） 

   【市町別修了者数】  

市 町 名 修了者数 市 町 名 修了者数 市 町 名 修了者数 

宇都宮市   6 名 日 光 市   2 名 上三川町   1 名 

足 利 市   3 名 小 山 市   １名 高根沢町 1 名 

栃 木 市   3 名 真 岡 市   1 名 那珂川町 3 名 

佐 野 市 2 名 那須塩原市 1 名   

鹿 沼 市 1 名 下 野 市 1 名    計 26 名 
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 ３ 無料職業紹介事業（再掲） 

無料職業紹介事業所として、求人票の登録、職業紹介及びあっせんを実施した。また、

母子家庭の母や寡婦の就業に理解のある企業の求人開拓に取り組み、母子家庭の母や 

寡婦の就業促進を図った。 

【無料職業紹介事業】 

 
求 人 関 係 求 職 関 係 就 職 関 係 

区 分 
有 効 

求人数 

常 用 

求人数 

臨 時 求

人 延 数 

日雇求

人延数 

有効求

職者数 

新規求職 

申込件数 

常用就

職件数 

臨 時 就 

職件延数 

 

 計 

 

 112 
     

229 

人日 

960 

人日 

 ０ 
 

 75 

  

   40 

 

3 

  人日 

0  

 

 ４ 貸付事業 

  (1) 小口資金貸付事業 

     ひとり親を対象に、５万円を貸付限度に緊急を要する資金等の貸付を行った。 

➀ 平成 29 年度新規貸付   １０件  500,000 円 

② 平成 29 年度償還    ２１件  390,000 円 

              （完結件数  １３件） 

③ 償還指導        １２月に償還督促の手紙を発送した。 

 

  (2) 高等職業訓練促進資金貸付事業 

         国の平成 27 年度補正予算において、「ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付

事業」が創設され、当連合会を貸付事業の実施主体として適当と栃木県が認め、当

該貸付事業に要する経費の補助を受け、平成 28 年 6 月 1 日から貸付を開始した。 

   ➀ 平成 29 年度の貸付状況 

    ○貸付総額      ４9 件 21,５00,000 円 

    ○内 訳 

     ・入学準備金    ３９件 19,５00,000 円       

     ・就職準備金    １０件  2,000,000 円 

    ○資格別貸付額 

     ・看護師       １０件  5,000,000 円 

     ・准看護師       ２４件 12,000,000 円 

     ・保育士       ３件  1,500,000 円 

     ・美容師       ２件   1,000,000 円  

   ② 貸付金返還猶予   １０件  2,０00,000 円 

   ③ 返還金         １件   500,000 円 

 

５ ひとり親家庭生活支援事業 

親自身が生活の中で直面する諸問題の解決や子どもの生活・学習支援を図り、ひと
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り親の地域での生活を総合的に支援した。 

(1) 生活支援講習会等事業 

   ひとり親家庭の母等に対し、児童のしつけ・育児に関する講習会や健康づくり・

リフレッシュに関する講習など実施した。 

 ア 実施市町団体 1 団体 

【事業実績】 

市町団体名 内 容 参加者数  

高根沢町ひとり親家庭福祉会 トールペイント 9 名 

     合    計  9 名 

 (2) 学習支援ボランティア事業 

    ひとり親家庭の児童等の学習支援や、児童等の進学相談にも相談に応じる 

などひとり親家庭の児童等の学習の充実を図った。 

ア 実施市町団体  ３団体 

【事業実績】 

市町団体名 対象児童等数 学習日数 学習延べ人数 

那須塩原市ひとり親家庭福祉連合会      7 人 120日 373 人 

鹿沼市ひとり親家庭福祉会 11 人 28 日 209 人 

高根沢町ひとり親家庭福祉会 7 人 41 日 193 人 

合    計     25 人 189日 775 人 

 

 Ⅳ 市町団体の活動支援等事業 

   市町団体は、母子家庭の母等の総合的な福祉増進を図ることを目的に設立され、共に

助け合い励まし合って自立支援や地域社会での福祉の向上に寄与している。    

市町団体のその責務を遂行するため会組織の一層の充実強化を図るとともに、市町団

体がそれぞれの地域で福祉の向上を図るための活動を支援した。 

 

１ 指導者育成事業 

(1) ひとり親家庭福祉研修大会の開催 

県内の母子寡婦福祉関係者が一堂に集い、ひとり親家庭の抱える課題や必要な支

援策を研修するとともに、幅広い意見交換を行い、ひとり親家庭の福祉の向上の一

助とした。また、市町団体の組織強化と指導者の育成を図った。 

ア 開 催 日 平成 29 年７月 2 日(日)～3 日（月） 

イ 開催場所 日光市鬼怒川温泉滝  鬼怒川観光ホテル 

ウ 実施内容  

① 行政説明 

       栃木県保健福祉部こども政策課 課長補佐 木村 雅子 氏 
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② 基調講演「育てよう『自立』、なくそう『孤立』」 

       講師： 佐野日本大学短期大学 特認教授 山田  昇 氏 

③ 分科会 

第１分科会 母子に関するテーマ「目指そう！自立、生かそう支援策」 

第２分科会 母子寡婦共通テーマ「母子と寡婦 未来につなぐ世代の輪」 

第３分科会 ひとり親家庭の子どもに関するテーマ 

     「育てよう『自立』、なくそう『孤立』」 

    ④ 市町母子寡婦福祉会事例発表 

    ⑤ 分科会発表・討議 

⑥ 参加者 112 名 

(2) 関東地区母子寡婦福祉研修大会の共催 

   関東甲信越静の母子寡婦福祉団体と共に、会員や行政職員等を対象としたひとり

親家庭福祉の課題や支援策についての研修を行い、これによりひとり親家庭の福祉

の向上と会員等の資質の向上を図った。 

 ア 開催期日  平成２9 年９月 24 日（日） 

イ 開催場所  新潟県長岡市「ホテルニューオータニ長岡」 

ウ 開催内容  厚労省行政説明、シンポジウウム、基調講演、大会決議 

エ 参加者   約５００人  （本県 会長他 28 名） 

 

 ２ 団体育成事業 

市町団体の活動支援と組織の充実及び活性化を図るため、地域におけるひとり親家庭

の福祉の向上を目指した事業への助成を行った。 

 

(1) 研修会事業に対する助成(1 地域 1 万円以内)       8 団体 

市町等名 開  催  日 参加数 実   施   内   容 

栃 木 市 29.9.28  23  
視察研修（ユニオンソース工場見学、船村

徹記念館：日光市） 

鹿 沼 市 29.11.5  17 
視察研修（「敷島公演」秋のバラまつり、

萩原朔太郎記念館：群馬県） 

日 光 市 29.6.13 25 視察研修（栃木乳業、山本総本店：栃木市） 

真 岡 市 30.3.4   11 
視察研修（笠間日動美術館、笠間稲荷神社 

：笠間市） 

那須烏山市 29.7.5 23 視察研修（陽明門：日光市） 

壬 生 町 29.11.8～9  17 
視察研修（那須赤十字病院、アークノハラ、

太子食品工業：大田原市他） 

高根沢町 29.11.16  17 
視察研修（茨城県東海村社会福祉協議会：

東海村） 

那珂川町 29.5.28 １１ 視察研修（アクアワールド：茨城県） 
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(2) 母と子のつどい事業に対する助成(1 地区 1 万円以内)   8 団体 

市町等名 開 催 日 参加数 実   施   内   容 

栃 木 市 30.3.25   27 ガラス工芸（笠間工芸の丘） 

佐 野 市 29.11.11  30 東京ディズニーシー 

鹿 沼 市 29.9.23  17 フラワーセラピー 

日 光 市 29.8.3・18  10 ブローチ、キーホルダー作り 

真 岡 市 29.12.23 40 ケーキ作り 

那須烏山市 29.12.24 20 ケーキ作り 

高根沢町 29.8.1 15 那須どうぶつ王国の見学、動物とのふれあい 

壬生町 29.5.14 31 いちご狩り 

 

(3) 加入促進事業に対する助成(1 地域２万円以内)      6 団体 

市町等名 開 催 日 参加数 実   施   内   容 

栃 木 市 29.7.23  20 ひたち海浜公園  

佐 野 市 29.12.17   26 ケーキ作り 

日 光 市 
29.7.24 

29.12.3 
37  一万人プール、小物作り 

那須烏山市 29.12.3～4 19 ニューサンピア栃木 

高根沢町 29.12.23 22 ケーキ作り 

那 須 町 29.6.30 25 さくらんぼ狩り（山形県） 

 

(4) 新規加入者助成事業に対する助成            ６ 団体 

市町等名 母子家庭の母 寡  婦 会員数の増減と会員数 

足 利 市 １３   0 新規 13 名、退会 19 名  273 名 

栃 木 市   ４   0 新規 4 名、退会 1 名    68 名 

佐 野 市  ４  1 新規 5 名、退会 3 名    92 名 

鹿 沼 市   ８ 1 新規 9 名、退会 1 名     75 名 

真 岡 市   2 ０ 新規 2 名、退会 3 名    59 名 

壬 生 町   １ ０ 新規１名、退会 0 名     40 名 
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(5) 地区連合体活性化事業に対する助成(１地区５万円以内)   ３ 地区 

実 施 地 区 名 活        動        内        容 

那須塩原市・那須町地区 

 

 

実施年月日  平成 29 年 11 月 22 日 

場   所  ゆめプラザ・那須 

内   容  健康体操・風水開運アドバイス 

参加人数   ３8 名 

那須烏山市・那珂川町地区 実施年月日  平成 30 年２月 18 日 

場   所  那珂川町 小川公民館 

内   容  ミニレクリエーション 

参加人数   40 名 

高根沢町・さくら市地区 実施年月日  平成 30 年２月 11 日 

場   所  氏家スカイボール 

内   容  ボーリング大会 

参加人数   15 名 

  

３ 団体交流等事業 

  (1) 親子ふれあい会の開催 

      日々、子育てや就労に忙しいひとり親家庭の母と子が楽しい企画で一日を触れ合

うことにより心身のリフレッシュを図るとともに、他団体の母子家庭との交流を通

して相互理解や労苦を共有し親睦を深めた。 

    ア 開催日   平成２9 年１０月 7 日(土) 

    イ 開催場所  軽井沢おもちゃ王国（群馬県吾妻郡嬬恋村） 

ウ 実施内容  施設見学 

エ 参加人員  120 名（こども 60 名・大人 60 名） 

 

 ４ 普及啓発事業 

当法人の事業活動や地域における母子寡婦の支援団体である市町団体の事業広く県 

民に周知するため、下記の媒体を通して広報活動を行うとともに、関係機関及び団体と

協力して普及啓発に努めた。  

(1) 機関紙の発行 

ア 白梅    平成２９年４月及び１０月に発行した。（第１３７号、第１３８号） 

   イ ぷちとまと 平成３０年２月に発行した。（第５号） 

  (2) パンフレットの発行 

         公益財団法人栃木県ひとり親家庭福祉連合会及び栃木県母子家庭等就業・自立支

援センターの各種事業を広報・周知するためパンフレットを作成した。 

  (3) ホームページの活用 

     公益財団法人栃木県ひとり親家庭福祉連合会及び栃木県母子家庭等就業・自立支

援センターの各種事業を広報・周知するため、随時更新を行いホームページの充実
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に努めた。また、スマートホンの普及に伴い、スマートホンにも対応できるホーム

ページとした。 

    ひとり親家庭福祉連合会ホームページアクセス件数 平成 29 年度：5,866 件 

(4) 当法人のイメージロゴの作成 

   当法人のイメージアップ並びに当法人の理解と関心を高め、当法人が実施する各

種事業へのひとり親家庭の父母等の参加増大等を図るため、当法人イメージロゴを

作成した。 

(5) 会長表彰 

    ひとり親家庭の自立支援活動の功績が顕著な者に対し、その功績をたたえ表彰し

た。 

  ア 受彰者 

（母子家庭等支援功労者）  １名   

      田川 ひろみ 氏（那須塩原市）   

    （母子家庭等支援功労団体） 該当なし 

   イ 表彰式 

第２３回栃木県民福祉のつどい（共催）において実施した。 

① 開 催 日  平成２９年８月２９日（火） 

② 開催場所  宇都宮市文化会館 大ホール 

③ 参加者数  1 名 

④  表彰 

 ・会長表彰  １名（上記受賞者） 

・知事表彰（母子家庭等支援功労者）受賞者 ４名 

      織田 敏枝 氏（那須塩原市）   川野邉 福子 氏（壬生町） 

      栗橋 幸子 氏（高根沢町）    黒﨑 トモ子 氏（高根沢町） 

 

Ⅴ 自主財源の安定的確保事業 

 １ 収益事業の充実 

(1) 栃木県子ども総合科学館内売店(ミュージアムショップ) 

  栃木県子ども総合科学館内売店(ミュージアムショップ)の顧客ニーズに応じた

商品仕入れを行うなどして売店の充実を図り売上の増大に努め、当法人の運営及

び公益事業の資金確保に資した。 

  また、役員や事業部会が中心となって、５月のゴールデンウィークに景品当て

三角くじ（＠３００円）を実施し、さらなる売上増加に努めた。 

平成 29 年度の売上は 22,412,654 円で、対前年に比べ 641,536 円増（ 

102.9％）となった。 
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売上状況                         (単位：円) 

月 別 平 成 ２９ 年 度 平 成 ２8 年 度 前 年 度 比  (%) 

４ １，６０７，５７５ １，５８３，０５４ １０１．５ 

５ ３，３２７，４８２ ３，０１８，５９５ １１０．２ 

６ ２，４１８，３２９ １，７１５，１０２ １４１．０ 

７ １，８４３，１７５ １，７１７，０９８ １０７．３ 

８ ４，２４０，９４７ ３，９４１，１７８ １０７．６ 

９ １，６７６，０５２ １，６５４，３６３ １０１．３ 

１０ ２，３３６，１９０ ２，５０２，９９７ ９３．３ 

１１ １，１２５，９３０ １，１８２，０８０ ９５．２ 

１２ ７１４，４６３ ８２９，４０１ ８６．１ 

１ ８８９，５２３ ９２２，９９９ ９６．４ 

２ ７２９，５０７ ９２６，５０１  ７８．７ 

３ １，５０３，４８１ １，７７７，７５０ ８４．６ 

合 計 ２２，４１２，６５４ ２１，７７１，１１８ １０２．９ 

 

(2) 物品等頒布事業の実施 

売店の売上げのほか、頒布事業として母子寡婦福祉手帳の頒布や歌舞伎鑑賞会

の入場券の頒布事業等を実施し、当法人の運営資金及び公益事業資金の確保に努

めた。 

   ア 母子寡婦福祉手帳の頒布             ３６０冊 

イ 入場券の頒布 

①  歌舞伎鑑賞会（７月 11 日）        １４６枚 

②  観劇観賞（１０月１４日・１５日）       １０２枚 

ウ 年賀はがき頒布                 2,１８３枚 

エ フェスタ in パルティ（わかめ、小物等物品販売） 

オ 各市町団体取組（ホリウチ他） 

 

 

 

 



16 

 

 

 

Ⅵ 組織の充実事業 

 １ 連合会組織の充実強化 

(1)  理事会及び評議員会等の開催 

開 催 日 等 出 席 者 主  な  議  事  内  容 

 

理

事

会 

 

5 月 18 日（木) 

 

 

 

理事 7 名 

監事２名 

 

 

・平成 28 年度事業報告書（案）並びに同収入支出決

算書（案）について 

・定款の一部改正(案)について 

・評議員会の開催について 

10 月 12 日（木) 

 

 

 

理事 7 名 

監事 1 名 

 

 

・平成 29 年度市町母子寡婦福祉会(連合会)会員数と

会費について 

・臨時評議員会の開催について 

・会長の職務執行状況について 

3 月 15 日(木) 

 

 

 

 

理事 6 名 

監事 1 名 

 

 

 

・平成 30 年度事業計画（案）並びに同収入支出予算

（案）について 

・役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の一

部改正について 

・会長の職務執行状況について 

 

評

議

員

会 

6 月 8 日(木) 

 

 

評議員 11 名 

理事５名 

監事 2 名 

・平成 28 年度事業報告（案）並びに同収入支出決算

（案）について 

 

3 月 15 日(木) 

 

 

 

評議員 11 名 

理事 4 名 

監事 1 名 

 

・役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の一

部改正について 

・平成 30 年度事業計画並びに同収入支出予算につい

て 

監

査 
5 月 18 日(木) 監事２名 ・平成 28 年度事業及び同収支決算の監査 

 

(2) 会長会議及び母子部長会議等の開催 

ア 会長会議 ３回（６月、１０月、２月） 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

6 月 8 日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

・栃木県ひとり親家庭福祉研修大会について 

・医療事務研修について 

・パソコン教室について 

・第 23 回栃木県民福祉のつどいについて 

・ひとり親家庭生活支援事業について 

・親子ふれあい会について 

・「県民の日」記念行事への参加について 

・第 71 回関東地区母子寡婦福祉研修大会について 

・介護員養成研修 
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10 月 12 日（木） 

 

 

 

 

18 名 

 

 

 

 

・ひとり親家庭サポーターのつどいについて 

・フェスタ in パルティ 2017 について 

・平成 29 年度親子ふれあい会の結果について 
・平成 29 年度市町母子寡婦福祉団体基本調査結果について 

・平成 29 年度ミュージアムショップ売上げ状況について 

2 月 8 日(木) 

 

 

 

 

17 名 

 

 

 

 

・平成 30 年度主な事業及び行事予定について 

・平成 30 年度栃木県ひとり親家庭福祉研修大会について 

・平成 30 年度会費について 

・平成 30 年度介護職員初任者研修の実施について 

 

イ 会長及び母子部長合同会議 ３回（４月、８月、１月） 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日) 

 

 

 

 

 

 

 

22 名 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 29 年度事務局執行体制及び行事予定について 

・平成 29 年度知事並びに会長表彰について 

・母子家庭等日常生活支援事業について 

・貸付事業について 

・助成金について 

・ひとり親家庭生活支援事業について 

・母子家庭等就業・自立支援センター事業について 

・各部会の構成メンバーについて 

8 月 6 日(日) 

 

 

 

 

 

 

 

26 名 

 

 

 

 

 

 

 

・親子ふれあい会について 

・母子家庭サポーターのつどいについて 

・パソコン教室について 

・「夢を応援基金『ひとり親家庭支援奨学金制度』」について 

・第 23 回栃木県民福祉のつどい及び表彰について 

・第 71 回関東地区母子寡婦福祉研修大会について 

・平成 30 年度全国統一テーマについて 

・フェスタ in パルティ 2017 について 

1 月 7 日(日) 

 

 

 

27 名 

 

 

 

・家庭生活支援員養成研修について 

・パソコン教室（足利会場）の開催について 

・平成 30 年度行事予定について 

・課題への取組（フリートーキング）について 

ウ 各部会 

 ○組織部会 

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日) 

 

 

 

 

 

 ５名 

 

 

 

 

 

・平成 29 年度栃木県ひとり親家庭福祉研修大会の実施に

ついて 

・組織の充実強化策について 

・市町会長及び母子部長研修会の開催について 

・助成金の活用について 

・第 23 回栃木県民福祉のつどいについて 
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 ○事業部会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日) 

 

 

 

 ７名 

 

 

 

・会の財政運営並びに自主財源の確保について 

・小口資金貸付金滞納整理について 

・売店（ミュージアムショップ）の運営管理について 

ゴールデンウィーク中の協力支援等 

 

○広報部会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日) 

 

 

 ９名 

 

 

・機関誌「白梅」の発行について 

・広報資料の企画等について 

・関係福祉団体等との連携・協力について 

8 月 6 日（日）  ８名 ・機関誌「白梅」の発行について 

1 月 7 日(日) １０名 ・機関誌「白梅」の発行について 

 

○母子部会  

開催日 出席者 主  な  議  事  内  容 

4 月 9 日(日) 

 

 

 

 

 

9 名 

 

 

 

 

 

・母子部長会議の開催について 

・親子ふれあい会の開催について 

・ひとり親家庭サポーターのつどいの開催について 
・若年母子の加入促進と母子部（若年部）の活性化について 

・母子部広報誌「ぷちとまと」の発行について 

6 月 18 日(日) 

 

 

9 名 

 

 

・親子ふれあい会について 

・ひとり親家庭サポーターのつどいについて 

・母子部広報誌「ぷちとまと」について  

・ぷちとまとカード事業について 

9月１0日（日） 

 

 

8 名 

 

 

・親子ふれあい会について 

・ひとり親家庭サポーターのつどいについて 

・母子部広報誌「ぷちとまと」について 

12 月 4 日(日) 

 

7 名 

 

・母子部広報誌「ぷちとまと」について 

・ぷちとまとカード事業について 

 

エ 執行役員会  

開催日 出席者 主  な  討  議  内  容 

12 月 8 日(金) 

 

 

5 名 

 

 

・今後の事業日程と予算の執行について 

・平成 30 年度事業及び行事予定表(案)について 

・収益事業について 
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(3) 指導者の育成 

ア 会長及び母子部長研修会の開催 

１月合同定例会時に、会員の増加策の課題について協議・意見交換を行った。 

イ 研修大会等への派遣 

➀ 関東地区母子連会長等会議 

・開催日等 平成２9 年 4 月 1６日（日） 

・開催場所 新潟県長岡市 

・研修内容 第 71 回関東地区母子寡婦福祉研修大会内容の協議 

・派遣者数 2 名（会長他） 

② 平成 2９年度母子・父子自立支援員等研修会 

・開催日等 平成 29 年 6 月 30 日（金） 

・開催場所 とちぎ福祉プラザ 

・研修内容 ひとり親家庭等に対する相談支援の在り方 

・派遣者数 2 名 

③ 養育費専門相談員等研修会 

・開催日等 平成 29 年 7 月 6 日（木）～7 日（金） 

・開催場所 東京都：生活産業プラザ 

・研修内容 行政説明 養育費、面会交流を巡る当事者支援等 

・派遣者数 2 名 

④ 全国母子寡婦福祉研修大会への参加 

・開催日等 平成 29 年 11 月 4 日（土）～5 日（日）  

・開催場所 愛知県名古屋市（ウエスティンナゴヤキャッスル） 

・開催内容 厚労省行政説明、シンポジウム、基調講演、大会宣言・決議 

・派遣者数 ４名（会長、副会長、他） 

    ⑤ 関東ブロック母子寡婦福祉対策研究協議会 

・開催日等 平成 29 年 10 月 25 日（水） 

・開催場所 新潟県新潟市 

・研修内容 「食からみた子どもの貧困：その実態と対策に向けて」 

厚生労働省行政説明 

・派遣者数 1 名 

    ⑥ 養育費相談支援センター地域研修会 

・開催日等 平成 30 年 2 月 3 日（金） 生活産業プラザ 東京都 

・研修内容 養育費と面会交流に関する相談実務等 

・派遣者数 1 名 
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２ 市町団体の組織の充実 

 (1)  市町団体会員数                            平成２9 年９月１日現在 

市町等名 会 員 数 市町等名 会 員 数 市町等名 会 員 数 

足 利 市 ２７3 矢 板 市  9 壬 生 町 ３9 

栃 木 市 67 那須塩原市 75 高根沢町 ５0 

佐 野 市 90 那須烏山市 50 那 須 町 ４1 

鹿 沼 市 75 下 野 市 20 那珂川町 17 

日 光 市 89 益 子 町 50   

小 山 市 １44 茂 木 町 １1   

真 岡 市 59 市 貝 町 19   

大田原市 53 芳 賀 町 １5 合 計 １,246 

   ＊対前年比 ▲10 名（H28.9.1 現在：1,256） 

    ＊休会 4 市町（さくら市、上三川町、野木町、塩谷町） 

(2) 総会(大会)に対する助成(1 地域 1 万円以内)       8 団体 

   市町団体の総会開催への助成を行った。 

市町等名 開 催 日 市町等名 開催日 市町等名 開 催 日 

栃 木 市 29.5.14 日 光 市 29.5.23 壬 生 町 29.4.26 

佐 野 市 29.6.11 真 岡 市 29.5. 7 那珂川町 29.4.23 

鹿 沼 市 29.5.21 那須烏山市 29.5. 1   

 

Ⅶ 関係機関との連携 

 １ 栃木県及び宇都宮市 

   受託事業を適正に処理するとともに、（社福）栃木県社会福祉協議会等と連携して社

会福祉に関する要望書を提出した。 

  (1) 要望活動 

   ア 栃木県          ９月 ６日（水）   県庁会議室 

   イ 宇都宮市         8 月 31 日（木）    宇都宮市役所 

 

  (2) 要望内容 

   【栃木県への要望】 

   ➀ ひとり親家庭等に対する自立促進事業の推進について 

    (ｱ) 母子家庭等就業・自立支援センター事業の充実 

     ・就業相談や就業情報提供のための相談員の安定確保 

・就業支援講習会等事業における介護職員初任者研修課程、医療事務研修、

パソコン研修等の実施 

・相談員等の知識・技能習得等研修の充実 

・養育費等支援事業における専門相談の充実 
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    (ｲ) 就業支援対策の充実 

      ・高等職業訓練促進給付金事業及び自立支援教育訓練給付金の充実拡大 

     ・職業訓練中や就職活動中の託児支援サービスの充実 

     ・就業機会拡大のため、事業主に対する啓発 

    (ｳ) 経済的支援の充実 

     ・母子・父子寡婦福祉資金貸付制度における貸付事務の迅速化、生活資金貸

付要件の緩和 

    (ｴ) 子育て・生活支援の充実 

      ・保育所への優先入所、受け入れ人数の拡大及び時間延長 

      ・放課後児童クラブの時間延長と利用年齢の拡大 

    (ｵ) ひとり親家庭等のための公営住宅対策 

      ・低家賃公営住宅枠の確保 

      ・優先入居の拡大 

    (ｶ) 養育費支払いの履行対策 

      ・養育費支払い履行確保に向けて、義務を課すための法整備についての国へ

の働きかけ 

   ② ひとり親家庭等に対する自立促進事業の推進について 

    (ｱ) 家庭生活支援員養成研修の充実 

    (ｲ) 家庭生活支援員の子育て支援手当の増額 

    (ｳ) 家庭生活支援員の交通費の確保 

   ③ 扶養親族のない生別寡婦への寡婦控除の適用及び未婚の母への税控除の適用

について 

    (ｱ) 死別母子家庭と同様の税控除の適用が受けられるよう国に働きかけるこ

と及び県において適用できる制度の改正 

   ④ ひとり親家庭生活支援事業の推進について 

    (ｱ) 学習ボランティア事業の創設 

 

    【宇都宮市への要望】 

   ➀ひとり親家庭等に対する自立促進事業の推進について 

    (ｱ) 母子家庭等就業・自立支援センター事業の充実 

     ・就業相談や就業情報提供のための相談員の安定確保 

・就業支援講習会等事業における介護職員初任者研修課程の実施、医療事務

研修の新規実施、パソコン研修の新規実施 

・養育費等支援事業における専門相談の充実 

 

 ２ 栃木県・県健康福祉センター及び各市町母子寡婦福祉主管課 

栃木県保健福祉部こども政策課や栃木県健康福祉センター、各市町母子福祉主管

課にひとり親家庭への支援事業の広報等を依頼するとともに、円滑な事業推進のた

め母子・父子自立支援員や民生・児童委員等との連携を図った。 
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３ 一般社団法人全国母子寡婦福祉団体協議会 

一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会と連携し、都道府県、指定都市及び中

核都市の母子寡婦福祉団体相互の連絡調整を図り、当連合会の自立支援活動の一層

の活動強化を推進した。 

また、全国母子寡婦福祉団体協議会が実施する「夢を応援基金『ひとり親家庭支

援奨学金制度』」事業について、各市町ひとり親福祉団体と連携して推進した。 

① 自民党母子寡婦福祉対策議員連盟会員議員との懇談会 

・開催日等 平成 29 年 5 月 26 日（金） 衆議院第 2 議員会館 東京都 

・開催内容 施策等の要望、意見交換 

・派遣者数 1 名（会長） 

  ② 加盟団体代表者連絡会議 

・開催日等 平成 29 年 5 月 26 日（金）  

・開催場所 衆議院第 2 議員会館 東京都 

・開催内容 全母子協の現状・活動について、意見交換 

・派遣者数 1 名（会長） 

③ 関東ブロック母子部会議  

・開催日等 平成 29 年 7 月 23 日（日） 

・開催場所 神奈川県茅ヶ崎市ラスカ茅ヶ崎 

・開催内容 「コミュニケーション力」のグループ・ワーク等  

・派遣者数 1 名（母子部長） 

④ 平成 29 年度全国母子寡婦指導者・母子部長研修会  

・開催日等 平成 30 年 3 月 12 日（日）  

・開催場所 アワーズイン阪急 東京都 

・開催内容 活動報告、全母子協の歴史、ひとり親家庭等の制度・施策  

・派遣者数 2 名（会長,母子部長） 

⑤ 平成 29 年度就労促進情報関係者連絡会議  

・開催日等 平成 30 年 3 月 12 日（日） 

・開催場所 アワーズイン阪急 東京都 

・開催内容 就労促進活動報告、就労促進者連絡会議  

・派遣者数 1 名 

  ⑥ 「夢を応援基金『ひとり親家庭支援奨学金制度』」事業への協力 

・応募者数      21 名 

・第一次選考合格者  10 名 

・第二次合格者     6 名 

・決定奨学生      ６名 
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４ 関係保健福祉団体等 

(1) 団体役員等として参画 

・栃木県子ども・子育て審議会（委員：栗橋会長） 

・（福）とちぎ健康福祉協会（評議員：川田副会長） 

・（福）栃木県社会福祉協議会（評議員：川上副会長） 

・栃木県女性団体連絡協議会（幹事：田口副会長） 

・子育て女性等就職支援協議会（委員：事務局長） 

・北方領土返還要求運動栃木県民会議 

  (2)  会員登録 

・（福）栃木県社会福祉協議会 

・栃木県女性団体連絡協議会 

・栃木県青少年育成県民会議 

・社会を明るくする運動栃木県推進委員会 

・ウィメンズハウスとちぎ 

・北方領土返還要求運動栃木県民会議 

(3) 関係保健福祉団体等が主催する諸事業への参加・協力 

ア （福）栃木県社会福祉協議会等加盟団体と栃木県民福祉のつどいの共催 

   イ （公財）とちぎ男女共同参画財団主催事業への参加・協力 

     ① フェスタ in パルティ２０１７（平成２９年 11 月 25 日） 

ウ （福）栃木県共同募金会の共同募金活動への参加・協力 

  エ 栃木県女性団体連絡協議会主催事業への参加・協力   

    オ 北方領土返還要求運動栃木県民会議主催事業への参加・協力 

   カ 第 6７回社会を明るくする運動栃木県推進委員会への参加 

  (4) 政党への予算化及び制度要望 

ア 要望活動 

     自由民主党栃木県支部連合会 平成 29 年 1１月２８日（火）ニューみくら 

    【要望内容】 

    １ 予算に関する要望 

   イ 要望内容 

    ① 予算関係（事業の充実強化及び新規事業の予算化を要望） 

     (ｱ) 母子家庭等就業・自立支援センター事業 

      ・就業支援事業（就業相談、就業促進活動） 

      ・就業支援講習会等事業 

      ・就業情報提供事業 

      ・養育費等支援事業（弁護士等による相談等） 

      ・管内自治体・福祉事務所支援事業 

      ・広報啓発・広聴事業 



24 

 

     (ｲ) ひとり親家庭学習支援事業 

      ・子どもの学習支援事業 

    ② 政策関係（政策の拡充等について要望） 

  (ｱ) 平成２５年３月に施行された「母子家庭の母及び父子家庭の父の就業の

支援に関する特別措置法」に基づき、次の事項を要望 

・ひとり親家庭の母や父の就業の促進を図るために必要な施策をなお一層

講じること 

・就業機会拡大のため、事業主に対する啓発を強化すること 

・母子寡婦福祉団体への受注機会の増大を図ること 

(ｲ) 子どもの貧困対策として、子どもの生まれ育った環境に左右されること

のないように、高校や大学への進学を経済的に支援するための給付型奨学

金制度の導入について要望 

(ｳ) 所得税・地方税において、扶養親族のいない離別寡婦にも寡婦控除を適

用するとともに、未婚の母に対しても同様の控除の適用について要望 


